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はじめに
公益財団法人水戸市国際交流協会
理 事 長　 幡 谷 　 祐 一

　水戸市の代表として、平成 26 年度の水戸市学生親善大使がアメリカの文化と歴史を

学び、相互理解と友好親善の目的を果たして、無事帰水いたしました。幸川秀策先生

を団長とし、7月25日から8月3日までの日程でアナハイム市にホームステイしました。

　歴史、文化、言葉の壁を超えて得たアナハイムでの友情、体験、思い出は、これか

らの人生を豊かなものにすることでしょう。互いに認め合うことができる国際人とし

て羽ばたくためのステップになると、確信しております。

　学生親善大使経験者の皆さんには、今回の派遣で終始することなく、体験を基にし

て水戸市の国際交流・異文化理解の促進に寄与することを期待いたします。

　最後に、このプログラムに携わった関係者並びに学生親善大使を受け入れて下さい

ましたアナハイム市姉妹都市委員会の皆様に、心から感謝申し上げます。

We are very happy to report that all Mito Student Ambassadors in 2014, 
headed by Mr. Kokawa returned to Mito safely. They stayed with families of 
Anaheim from July 25 to August 3. They studied American culture and history 
and deepened their understanding and friendship of both cities.

The friendships and experiences will enrich their lives by helping them 
overcome the differences of history, culture and language. I am convinced that 
knowing each other will play an important role in becoming more internationally 
oriented individuals.

I hope that this experience motivated the student ambassadors to contribute 
to promote international exchange and cross-cultural understanding in Mito.

In closing, I would like to express my gratitude to all of the people concerned 
in this program, both of the City of Mito and Anaheim. Also many thanks to the 
members of Anaheim Sister City Commission for hosting our students. Thank 
you very much.

President of Mito City International Association
Yuichi Hataya
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平成26年度　水戸市学生親善大使派遣事業
１　目的

　�　水戸市内の学生を水戸市と国際親善姉妹都市であるアナハイム市へ派遣

し、海外でのホームステイを通して国際的な視野に立つ人材を育成するとと

もに、両市の相互理解と友好親善を深めます。

２　主催

　　公益財団法人水戸市国際交流協会、水戸市、水戸市教育委員会

３　概要

　　（1）　派遣期間　平成 26 年 7 月 25 日 （金） ～ 8 月 3 日 （日） （10 日間）

　　（2）　派  遣  先　�アメリカ合衆国 カリフォルニア州 アナハイム市�  

アナハイム市姉妹都市委員会承認の市民ボランティア宅

にてホームステイ

　　（3）　派遣人数　�学生親善大使 8 名（他に親善大使を引率する団長、国際

交流協会職員が同行）

　　（4）　内容

　　　　　ア　アメリカ合衆国及びアナハイム市の歴史や文化等の研修

　　　　　イ　英語研修

　　　　　ウ　関係機関、施設等の訪問・見学

　　　　　エ　水戸市の紹介

　　　　　オ　ホームステイを通しての市民間交流

4　スケジュール

派遣前後の研修ならびに派遣期間

7月  6日（日） 
7月13日（日）　 13:30－17:00
7月20日（日） 

事前研修

7月25日（金）～8月3日（日） アナハイム市へ派遣（ホームステイ）

8月24日（日）　13:30－17:00 事後研修

i



ii



1



第１日目　７月２５日（金）

（１日の行動）

　 14：00 国際交流センター集合 
　 14：30 出発式

　 21：00 成田国際空港発

　 ✈✈✈日付変更線通過✈✈✈

　 15：00 ロサンゼルス国際空港着

　 18：00  DTCC（ダウンタウンコミュニ

ティーセンター）到着

 ホストファミリーと対面

　 18：15 解散・ホストファミリーと過ごす

（１日の様子）

　今日は、待ちに待った出発の日です。出発式を終え、全員で記念写真を撮り、そして、

バスで成田空港へ向かいました。

　飛行機の出発が遅れ、空港で夕食をとりました。約 11 時間のフライトの間、殆ど

の人は、熟睡していました。ロサンゼルス国際空港に到着後、アナハイム市へ移動し、

DTCC に到着する前に VON’S マーケットに寄りました。商品のサイズの違いや、価

格の違いに目を見張りました。その後、DTCC に到着し、ホストファミリーと対面し

ました。僕のホストファミリーがとても明るく、優しそうだったのが印象的でした。対

面後、ホストファミリーの家へと向かいました。ホストブラザーの友達も来て、一緒に

ゲームをしたり、ペットのジャスパーと遊んだりしました。お土産を渡すと、とても喜

んでくれ、ホストファザーは、早速お土産の T シャツを着てくれました。

　始めは自分の言いたいことが上手く通じず、困ったりしたけれど、ホストファミリー

も頑張って意味を理解しようとしてくれました。

　アメリカという場所がとても新鮮に思えた初日でした。 【Tao】
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第２日目　７月２６日（土）

（１日の行動）

　  午　前 ホストファミリーと過ごす

　 16：00 ウェルカムパーティー

　 18：05 試合観戦（対タイガース）

（１日の様子）

　今日は午前中ホストファミリーと過ごし、夕方か

らウェルカムパーティーをしたあと、野球観戦をし

ました。

　僕は午前中、相当疲れていたのか、ずっと寝ていました。お昼ご飯を食べながら映画

を一本見たあと、ウェルカムパーティーの会場に向かいました。

　ウェルカムパーティーは、アナハイム市が所有している球場の駐車場で行いました。

その球場はエンゼルスの本拠地でもあり、頭文字をとって“Big A”と呼ばれていました。

駐車場には見上げるくらい大きな「A」の文字の建造物が 2 つあり驚きました。

　試合が始まる前に、前に座っていた見ず知らずの方が、なんと人数分のドリンク無料

券をくれました。アメリカ人の気前の良さを初めて体験しました。

　また、試合中にピーナッツを食べたのですが、殻をどうしようかと思ってふと足元を

見ると、すでに大量の殻が…。日本の「散らかさないように」という文化とは異なる光

景だったので少し驚きました。

　ところで、肝心の試合はというと…4 � 0 で Angels の大勝利！！ホームランも放ち、

観客は大興奮でした。アナウンスも抑揚があり、楽しかったです。試合終了後、花火が

打ち上げられ、日本とは比べ物にならないくらい迫力がありました。

　今日はアメリカらしい経験をたくさん感じることができ、良い一日でした。

【Yusuke】
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第３日目　７月２７日（日）

（１日の行動）

　   8：30 ホストファミリーと過ごす

 （終日）

（１日の様子）

　この日は私のホストマザーであるジゼル

の妹家族に会いました。初めて会うので緊

張しましたが、とても楽しみでした。

　朝はレストランで一緒に朝食をとりまし

た。ジゼルの妹とその子どもに会うことが

できました。子どもは 2 人いて、2 人ともとても優しく接してくれました。次の日にディ

ズニーランドへ行くことを話すとオススメのアトラクションをたくさん教えてくれまし

た。

　メニューを見ながらどれを頼んでいいか分からず困っていると、長女のサレリヤが丁

寧に教えてくれました。

　朝食をとるとグリフィス天文台へ向かいました。天文台へ向かう途中、具合が悪くなっ

てしまった私に、サレリヤはずっと声をかけてくれていました。サレリヤの優しさをま

た感じることができました。天文台へ着くと、分からないことばかりだった私に、次女

のサイラが一つ一つ丁寧に説明してくれました。天文台では天体のことはもちろん、そ

の他のこともいろいろと学ぶことができました。天文台を出発し、次はロサンゼルスへ

向かいました。日本にいた時、ジゼルとメールでロサンゼルスへ行きたいと話していた

ので、すごく心待ちにしていました。いざロサンゼルスへ着くと、テレビで見た光景が

目の前に広がっていて落ち着いてはいられませんでした。有名なチャイニーズシアター

にも連れて行ってもらい、心から楽しむことができました。その後、サイラやサレリヤ

の家にお邪魔しました。みんなと夢中になって話していると、すぐにお別れの時間がき

てしまいました。1 日だけだったけれどとても楽しくて、本当にあっという間の出来事

でした。

　家に帰ると、夕食にジゼルがメキシコ料理を振

る舞ってくれました。初めてのメキシコ料理はと

てもおいしかったです。

　すっかり夜も更けてしまっていたので、次の日

のディズニーランドに備えて寝ることにしました。

【Yuna】
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第４日目　７月２８日（月）

（１日の行動）

　   8：30 DTCC 集合・出発

　   9：00 ディズニーランド

  アトラクション（Cars, 
Soarin’）に全員で乗る

 自由行動

　 21：30 広場に集合

　 21：45 「World of Color」鑑賞

　 22：45 ディズニーランド出発

　 23：00  DTCC 到着・ホストファ

ミリーと帰宅

（１日の様子）

　今日は楽しみにしていたディズニーランド。最初は全員でカリフォルニア・アドベン

チャーに行って、Cars（カーズ）と Soarin’（ソアリン）に乗りました。Cars は車型の乗り

物に乗ってレースをするアトラクションで、風がとても気持ち良かったです。Soarin’は
ハンググライダーのようなものに乗ってカリフォルニアを旅するアトラクションで、オ

レンジの匂いまでしてきて、すごくリアルでした。

　その２つに乗ったあとは自由行動でしたが、僕たちは全員で行動しました。その中で

も、California Screamin’（ジェットコースター）や、Tower of Terror（タワー・オブ・

テラー）などの絶叫系アトラクションは、日本のディズニーとは比べものにならないく

らい激しくて、とても気に入りました。

　また、Mickey’s Wheel という揺れる観覧車ではあまりの揺れに酔ってしまった人も

いました。疲れている人や、乗り物に酔いやすい人は注意してください。

　皆さんは「シングルライダー」というシステムをご存じですか？これは、ほかのグルー

プの中に、一人だけ混ざって乗り物に乗るというシステムです。そのかわり、待ち時間

はとても短くなります。僕たちもこのシステムのおかげで、かなり待ち時間を少なくす

ることができました。もしアメリカのディズ

ニーに行くときは、皆さんも是非このシステ

ムを利用してみてください。

　最後に観た「World of Color」（光と水の

ショー）は、迫力があってとてもキレイでした。

【Naohiro】
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第５日目　７月２９日（火）

（１日の行動）

　   9：00 DTCC 集合

 研修（挨拶、市長への質問、

 ディスニーリゾートについて）

　 11：00 市長表敬訪問

　 11：45 市議会議場見学

　 12：20 昼食（Packing House）
　 14：00 消防署見学

　 15：25 警察署見学

　 17：00 解散・ホストファミリーと帰宅

（１日の様子）

　今日は市役所、消防署、警察署の訪問でした。英語での丁寧な挨拶を学んだ後、Tom 
Tait（トムテイト）アナハイム市長を表敬訪問しました。みんな緊張した面持ちでしたが、

市長がとても優しく穏やかな方だったので、次第にリラックスして話を聞くことができ

ました。私たちのぎこちない英語での質問にも丁寧に答えて下さり、改めてアナハイム

の素晴らしさを知ることができました。

　その後消防署へ行き、普段は見ることのできない施設の中を案内してもらいました。

日本とは違い、かなり音の大きなサイレンと消防車の大きさに驚きました。消防服を着

た男の子たちは「消防服、重い！」と言っていましたが、消防士さんたちが実際これを

着て消火活動していると思うと、本当にすごいと思いました。

　警察署訪問では、建物の他に見せてもらったパトカーがとても印象に残っています。

様々な工夫が施されているパトカーは、前と後の席の間には防弾ガラス、ライフルが搭

載してあるなど銃社会アメリカを反映したものでした。アメリカの警察官は職務に従事

していない時でも、家族を守るために銃を携帯しているそうです。銃を間近で見たのは

初めてだったので、怖さと緊張が混

ざった気持ちでした。

　多くの貴重な経験ができ、アナハ

イム市が素晴らしい街であるととも

に、たくさんの人々の支えで自分た

ちが活動できていると改めて実感し

た 1 日でした。

【Yuka】
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第６日目　７月３０日（水）

（１日の行動）

　   8：30 DTCC 集合・

 研修（アメリカと日本の違い）

　 12：00  昼食（ピザ＆パスタ：テイクア

ウト）

　 13：00 フレンドシッププラザ

  ミト・スクエア見学（市庁舎前）

　 14：15 ビーチへ出発

　 14：50 「水戸橋」周辺散策

　 15：45  ボルサ・チカ・ステイトビーチ到着

　 18：00 夕食

　 19：00 キャンプファイヤー

　 21：00 ホストファミリーと帰宅

（１日の様子）

　今日は、午前中に授業があり、私たちの授業を担当する Katie（ケイティ）先生とプロ

野球やディズニーランドの違いやお気に入りの場所について、各自英語で書きました。

分からない単語や表し方などを積極的に Katie 先生に質問して、得ることが多かったと

思います。また、プロのフォトグラファーである Emily がみんなのアナハイム市での

お気に入りをインタビューし、その様子をビデオに録ってくれました。

　ビーチに行く途中、閑静な住宅街内にある「水戸橋」を訪れました。日本庭園風の所

に赤い橋が架かっていて、とても景観が綺麗でした。

　ビーチでは海に入って、水を掛け合ったり、砂に埋まってみたりしました。引き波が

強く、浅瀬で遊びました。夕食は焼きたてのソーセージやハンバーグを好みの野菜と一

緒にパンなどにはさんで、おいしく頂きました。

キャンプファイヤーでは、焼いたマシュマロと

チョコレートをクラッカーにはさんで食べまし

た。キャンプファイヤーの定番だそうです。

　最後は夕日を背にみんなで写真を撮り、思い

出に残る日でした。

【Teru】

7



第７日目　７月３１日（木）

（１日の行動）

　   8：30 DTCC 集合

　   9：00 ホンダ・センターへ出発

　 10：30 サーカス鑑賞・

 バックステージ見学

　 14：30 研修

　 15：00  ファーマーズマーケット

散策

　 15：45 MUZEO（ミュゼオ）見学

　 16：20 研修（日米の祝日と違いについて）

　 15：00 DTCC 到着

　 17：00 ホストファミリーと帰宅

（１日の様子）

　午前中はサーカスを見に行きました。開演前に出演者と交流できる時間があり、その際

日本人の麻里子さんというクラウン（ピエロ）と一緒に写真を撮ったりおしゃべりしたりし

ました。彼女はもともとダンサー志望でしたが、オーディションに合格し、2 年ほど前から

サーカスでピエロをやっているそうです。日本人がいるということで、少しサーカスに親

近感が湧きました。

　サーカスはとっても面白かったです！！たくさんの動物の芸や人間業とは思えないアク

ロバットなどなど、本当にすごかったです。

　私たちはアナハイム市が所有するスイートルームでサーカスを見ました。チキン、チュ

ロス、サラダ、フルーツ、飲み物それからクッキーをホンダセンターのマネージャーが用

意してくれました。こんなに良い待遇をしてもらえるなんて感謝してもしきれません。

　サーカスの後は、麻里子さんがバックヤードを案内してくれました。そこでなんと、ク

ラウンさんたちの楽屋を見せてくれました！さっきまでメイクしてサーカスに出演してい

たクラウンさんたちの素顔を見ることができました。バックヤードには、サーカスで使用

していた小物や大道具があったり、廊下の途中で筋トレしてるお姉さんがいました。お姉

さんは綺麗な方でしたが、筋肉ムキムキでした。最後に麻里子さんに連絡先を教えてもらっ

たので日本に帰ってきてから連絡を取りました。

　サーカスが終わって DTCC に戻り、ファーマーズマーケット（市場）に行って自由行動。

私は、ネクタリンという桃のようなフルーツを買いました。1 つ 5￠。安い。基本的にアメ

リカではフルーツは丸かじりするらしいので、わたしも丸かじりをしてみました。とって

も甘くて美味しかったです。

　それから、MUZEO（博物館）でアナハイム市の

歴史を学習しました。ケイティ先生の話は難し

い言葉がたくさん出てきて分からないことも多

かったのですが、交流協会の方に解説してもらっ

たり資料を見たりして、アナハイム市について

の理解を深めることができました。

【Miki】
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第８日目　８月１日（金）

（１日の行動）

　   8：30 DTCC 集合

  研修（“Thank you”カードの作

成）

 さよならパーティーの発表練習

　 14：00 ホストファミリーと一旦帰宅

　 17：00 さよならパーティー

　 20：30 ホストファミリーと帰宅

（１日の様子）

　この日はまず、アナハイム滞在中にお世話になった方々へカードを書きました。私た

ちの英語はまだまだ拙いですが、精一杯、感謝の気持ちを伝えられたと思います。

　お昼は姉妹都市委員会の Jackie が、私たちにハンバーガーをご馳走してくれました。

たくさんのポテト、ドリンクバー、ボリューミーなハンバーガー…。私たちのおなかは

パンパンです。

　そして夜は、さよならパーティー。Emily が作ってくれた感動的な DVD を見て、は

じめ私たちは、恥ずかしくてたまらなかったのですが、明日帰ってしまうことを思い、

涙ぐむ人たちもいました。みとちゃんダンスと「Let It Go」の発表は大成功！みんな

で一緒に踊ったみとちゃんダンスは格別でした。

　予定がすべて終わると私たちはホストファミリーやお世話になった Katie 先生や

Jackie たちとたくさん写真を撮ったり、プレゼントと連絡先を交換したりしました。

Katie 先生が喜びながら私にハグしてくれて、目頭が熱くなりました。

　この 10 日間で一番、思い出に残る日、また今までお世話になった人たちに改めて感

謝の気持ちを感じられた一日となりました。

【Saori】
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第９・１０日目　８月２日（土）・３日（日）

（１日の行動）

　 11：00 DTCC 集合

　 11：20 DTCC 出発

　 12：20 ロサンゼルス国際空港着

　 16：15 ロサンゼルス国際空港発

　 ✈✈✈日付変更線✈✈✈

　 18：45 成田空港着

　 21：40  水戸市国際交流センター着、

解散

（１日の様子）

　楽しかったアナハイムとも今日でお別れ。昨日はあまり感じなかった悲しさと寂しさ

が、朝起きてホストファミリーの顔を見たときにこみ上げてきました。即席メッセージ

付き1ドル紙幣を渡し、時間ギリギリまでたくさん話をしたあとDTCCへ向かいました。

　DTCC に着いた時、初めてここに来たときのことから昨日までのことを思い出しま

した。この長いようでとても短く感じた10日間は、本当に最高の思い出になると同時に、

僕たちを大きく成長させてくれました。

　みんなは号泣して目が赤くなっていました。僕が、陰でこっそり泣いていたのもホス

トファミリーにはバレバレだったようでした。

　バスに乗り込む直前、みんなでハグの嵐をしてもらったあと空港に向かいました。バ

スの中で、いつかこのメンバーで、必ずこの場所に来ることを全員心に誓いました。今

回の研修経験を生かして夢に近づこうと思います。

　帰りのフライトはあっという間でした。みんなの顔つきが出国前より凛々しくなって

いました。

【Yusuke】
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アナハイムで感じたこと　－ What I felt in Anaheim －

高橋　直央

Naohiro TAKAHASHI

　最初は、ホストファミリーとちゃんとコミュニケーションがとれるかどうか心配で

した。でも、DTCC で最初に会ったときから、積極的に話しかけてもらい、その不安

はすぐになくなりました。アメリカの方々は、皆さん本当にフレンドリーで、知らな

い人同士でも気さくに笑い合いながら話しているのを見て、日本との違いを感じまし

た。

　僕たちは、毎朝 DTCC に行くとき、5 分から 10 分くらい遅れてしまいました。そ

れでも僕たちのホストマザーはそこまで気にした様子もなく、遅れてきた僕たちのこ

とを気にする人もいなくて、やはり時間には寛容なところがあるんだなと思いました。

日本人のように厳格に時間を守ることも大切ですが、アメリカ人のようにそこまで時

間にとらわれず、のんびりと生活するのもなんだかいいなと思いました。

　そして、僕が一番感じたのは皆さんの優しさです。これはアメリカだけでなく、日

本でもそうなのですが、今回改めて感じました。僕が少し体調を崩してしまったとき、

僕のホストマザーはすごく心配してくれて、強く hug してくれました。日本ではそう

いう習慣はないので少し戸惑いましたが、なによりもうれしかったです。他にも、僕

たちの滞在のために、たくさんの方が準備してくださったりして、とても温かく迎え

入れてくださって、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

Dear my host family,
Thank you for everything. We had a very good time. You were very kind to us all the 
time. 
Lynne, when I had a stomach ache, you really worried about me and hugged me. I was 
sick, but I was so happy! You told me a lot of things. I learned many things from you.
Chris, you had to get up early to work, but you took us to play golf and we played 
together until late. Also, thank you for nice presents. I really like them !
Alex, thank you for lending me your room.  You also told me many things, about school, 
videogames, and so on. I had a lot of fun with you !
Katie, thank you for showing me many things, for instance, tortoise. I was glad that you 
played the piano for me. It made me so happy. You were so cute !
Finally, thank you for wonderful 8 days with you. I want to visit you again someday. 
Thank you so much !!
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どこへ行っても大切なこと

－ The important thing wherever you are －

近重　佑奈

Yuna CHIKASHIGE

　10 日間という長いようでとても短かったアナハイムでの生活は、今振り返ってみる

と毎日が初めてのことばかりで、本当にあっという間でした。

　アメリカの文化や習慣に馴染む努力はもちろん、日々学ぶことばかりでした。私が

最も学んだのは「コミュニケーション」についてです。今回初めての海外で、コミュ

ニケーションがうまく取れるか不安でした。実際にアナハイムへ行ってみると、緊張

と不安でいっぱいになりました。最初は自分の話す英語が間違っていたらどうしよう、

と心配になり自分から話せずにいました。そんな私がコミュニケーションを取ること

を恐れなくなったきっかけは、ホストファミリーと一緒に夕食を食べに行った時のこ

とでした。大きなハンバーガーがとても美味しかったので、それを伝えたかった私は

勇気を出して「美味しい！」と一言言いました。するとホストファミリーは笑いなが

らそのレストランのことを詳しく話し始めてくれました。分からない単語だらけでし

たが、自分が言葉を発したことがきっかけになって会話が始まったことが、うれしく

てたまりませんでした。上手に英語を使うことはできないけれど、まずは話し始める

ことがとても大切なんだと思いました。それから私は臆せずに自分からたくさんのこ

とを話すことができました。

　日本にいてもアメリカにいても、コミュニケーションにとって大切なことは、恐れ

ずに勇気を出して話すことだと今回のこの訪問を通して感じました。どこへ行っても

忘れてはならないことだと思います。

　今回発見できた気づきをいつも胸に持ち続けて成長していきたいと思います。

Dear everyone who was involved in this program,
Thanks to everyone, I had a great time. The memories at my experience in Anaheim 
are my treasure. All of my experience made me happy and excited. I’m happy to meet 
you all.
I could learn important things through this program, especially “Don’t worry about 
making a mistake in English conversation and say something !”. I want to take 
advantage of what I learned to interact with people wherever I go. I will never forget 
what I experienced. I want to say “Thank you so much !!!” to everyone ! I miss you all.
Lots of love,
Yuna CHIKASHIGE
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日本とアメリカの考え方の違いについて

－The differences in the way of thinking between America and Japan－

佐々木　瑛

Teru SASAKI

　アナハイムでの 10 日間で体験したことは、私にとって多くのものを得た有意義な

時間だったと思います。その中でも特に印象に残ったのは、文化や考え方の違いです。

ホストファミリーに日本のことをよく聞かれて、つたない英語で答えていましたが、

一番自分も考えさせられたのが、宗教について尋ねられた時です。日本のように、お

盆もクリスマスも行う、宗教に寛容な文化をどう説明すればよいか、とても迷いました。

日本人は、神を信じるのか、それとも無神論者なのかと極端に聞かれて驚き、アメリ

カ人にとって、宗教は生活に根づいた大切なものだと実感しました。

　それでも、実際に毎日英語を使って、コミュニケーションを図ることで、自分が伝

えたいことを知っている単語で簡単に伝えることができるようになってきた時は、自

分から、積極的に伝える努力することが大切だと気付くことができました。

　また、多民族国家の一面を、少し知ることができたように思います。私のホストマザー

はメキシコ人で、メキシコ料理やメキシコの文化などを解りやすく教えてくれました。

アジアの食品を扱っているお店も多く、とても興味深かったです。

　この貴重な経験は、たくさんの方が支えてくださったからこそ出来たものだと思い

ます。アナハイムに行って、国際交流の面白さを実感し、何より、自分の視野が広がっ

たと思います。今後は、感謝の気持ちを忘れずに、学んできたことを活かし、自分自

身の学びを深めたいです。そして、次にアナハイムへ行く時は、自分の考えをより具

体的に英語で伝えたいです。このプログラムに携わってくださった方々に改めてお礼

を言いたいです。ありがとうございました。

Dear Cory and Gissel,
Thank you for everything you did for me during my stay in Anaheim. I had a great time 
in Anaheim. It was very kind of you to take me to so many nice spots. I was especially 
impressed by Griffith Observatory. I was very interested in universe. That was fun ! It 
was only for 10 days to stay at your house, but it was the most important experience in 
my life that I will never forget. I am looking forward to meeting you again. I want to 
talk about each other in English more and more ! My first visiting Anaheim was very 
exciting. I will treasure this memory with you. I listen to the CD you sent to me every 
day. It is very good ! I was very happy to meet you all. Next time please visit us.
Thank you !!
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日本とアメリカの国民性の違い

－ The differences of national character; Japan and the USA －

大久保　有華

Yuka OKUBO

　私は今回初めて海外へ行きました。見るもの、聞くもの、感じるもの全てに驚くば

かりで、驚いて終わってしまったあっという間の 10 日間でしたが、中でも印象に残っ

た国民性について紹介します。

　一番印象に残ったのは、あまり良くないことですが「ゴミ」でした。野球観戦やサー

カス鑑賞が、終わった後に客席に残されていたのは大量のゴミ。駐車場はそれより酷く、

ゴミで埋め尽くされていました。そこで私は、日本の当たり前が通用しない文化の違

いを目の当たりにし、ショックを受けつつ、それぞれの文化を尊重することがとても

大事なことだと思いました。

　その過激なカルチャーショックに耐えられたのは、アメリカ人の人柄でした。ホス

トファミリーとアイスクリームを買いに行ったとき、レジの店員さんが（もちろん知

らない人です）、「僕はこのアイス、抹茶味が大好きなんだ。」と話しかけてくることに

驚き、とても friendly かつ気さくな国民性だと思いました。そして、本当に親切です。

そんな親切で friendly な Anaheim の方々に幾度となく助けられ、乗り切ったホーム

ステイ。慣れない言葉を使い、個人主義の国の生活で、見聞を広めることができました。

私の稚拙な英語にかかわらず会話をしてくれていたホストファミリーに感謝です！

　このプログラムは本当に楽しく、実りあるものでした。素晴らしい仲間たちと充実

した 10 日間を過ごしたことは未だかつてない最高の思い出であり、プログラムに携

わった全ての人への感謝の気持ちでいっぱいです。そして学んだことを生活の中に生

かせるように努力し、もう一度 Anaheim を訪れたいです。

Dear My Host Family,
Thank you for your kindness during my stay. I had a pleasant experience. I will 
remember it for a long time to come. Staying with you has been something pleasant to 
look back on. I was happy because you talked to me a lot of times. But I did not speak 
English well, so I will study English hard. Someday I will be back ! Please come to 
Japan. I am looking forward to seeing you again. Thank you very much !!

Yuka
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コミュニケーションを取ることの大切さ

－ Don’t be shy to communicate ! －

大森 美紀

Miki OMORI

　わたしがこの 10 日間で学んだことは、恥ずかしがらずに communication を取るこ

との大切さです。

　私が初めて Host Family に会ったとき、緊張してうまく話すことができませんでし

た。Host Family と生活を始めてからも、数日間はなかなかうまくコミュニケーショ

ンを取ることができませんでした。ネイティブスピーカーの前で拙い英語で話すこと

が恥ずかしかったり、言いたいことがとっさに口から出なかったからです。

　それから、授業の時には先生に言われたことに積極的に返事をすることができず、

先生を困らせてしまうことがありました。

　しかし、それではいけないと思い、滞在後半では授業でも先生の力を借りながら、

少しずつでも発言をする努力をしました。Host family とも「I wanna ...」や「Can I 
...?」といった必要最低限のことだけでなく、その日にあったことや、それまでは話す

ことができなかったホームステイ前半にあった楽しかったことや驚いたことなどを、

拙い英語ながらも自分でできる限り話しました。その効果もあってか、以前より Host 
family との距離も縮まり、ホームステイがより楽しくなりました。

　日本にいる時は多くの人が「みんなやらないから、私もやらない」という気持ちで

いて、それが普通になっているのかもしれませんが、それは日本でしか通用しないと

いうことを肌で感じました。

　もしかしたら Host Family や先生、他の現地の方の中には私の煮え切らない返事に

不快になった人がいるかもしれません。

　みんながそうだから私もそう、なんて言う考え方を捨てて、自分から

communication を取るのは本当に大事だと思いました。

Dear my Host Family,
I spent a very good time with you ! But I wanted to talk with you more. I wanted you to 
know about Mito, my family and myself.
I will go to Philippines in a few years, then please guide me there and we can have a lot 
of talks.
I look forward to meeting you in Japan someday .Then, I will guide you around Japan.
Please keep in touch !

Miki
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アナハイムでの活動を通して　－ Through activities in Anaheim －

大津　道生

Tao OTSU

　アナハイムに向かう直前、僕はとても興奮していた。それは、日本語が全く通じず、

文化も異なっているアメリカへ行くからであった。ホストファミリーとは無事に打ち

解けることができるか、充実して過ごすことができるか・・・などの不安もあった。

でも、その心配は不要だった。実際、アナハイムに行ってみると、ホストファミリー

はとても明るくて、友好的であったので、すぐに打ち解けることが出来た。1 日目は

言いたいことが上手く言えなかったが、2 日目からは、日常生活の英会話に関して、

問題は無くなっていた。

　アメリカへ行って驚いたことは、数えきれないほどある。

　例えば、アメリカ人は、見ず知らずの人でも、まるで知り合いであるかの様に、軽

く会話をしていたこと。部屋のドアを閉めていた時、ホストファミリーは突然ドアを

開けることはせず、ノックをしてから中の人に「開けて良いかい？」と声をかけて確

認をとること。家は平屋が多い印象であったこと、などである。

　この滞在中、何よりも嬉しかったのが、受け入れてくれたホストファミリーがとて

も優しかったことである。ホストファミリーデーには、日帰りでロサンゼルスに連れ

て行ってくれたり、ご飯をご馳走してくれたりと、僕たちにとても親切にしてくれた。

また、日本からのお土産もとても喜んでくれた。

　アナハイムで過ごした 10 日間は自分にとって、とても貴重な体験となった。そして、

たくさんの人々に良くして頂いた。

　アナハイムへ行く機会を与えて下さった方々への感謝の気持ちを忘れず、経験を今

後の日常生活に取り入れ、生かしていきたいと思っている。

Dear Leanne, Chris, Alex and Katie,

I was very happy to stay with you. Because you’re so kind to us! I had a good time with 
you. I don’t forget this experience forever.
When you have time to come to Japan, please contact me !
I’m looking forward to meeting you again. 
And please say hello to Seth and his family. 
Thank you very much !!!!
Keep in touch.

Tao
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初めてのアメリカ　－ My first trip to America －

飛田　優輔

Yusuke TOBITA

　僕は今回初めて海外に行きました。かなりの不安があり、正直、ホストファミリー

と仲良くなれる自信はありませんでした。理由はもちろん communication です。アメ

リカ人と面と向かって話すことなどほぼなかったので、ドキドキでした。行きの飛行

機の中で、そのことばかり考えていました。ホストファミリーと会い、「Hello !」の第

一声をかけられた時、それだけでもうオドオドでした。

　僕はご夫婦のところに一人で滞在したのですが、車での移動時間に飛び交う英語の

嵐、それだけで気が動転してしまいました。初めの頃は、話しかけられていると気づ

かず、無視してしまいました。慣れてくるうちに、ホストファミリーが僕にわかりや

すいように、より簡単な英単語を使い、話しかけてくれていることに気づきました。

アメリカでは、買い物に行った時に店員とよく言葉を交わすことが普通のようですが、

僕も紹介されて会話に入った際は、その方たちも僕に対して簡単な単語を選んで話し

てくれていたようです。

　また、アメリカ人は、初対面の僕に何の躊躇もなく話しかけてくれました。日本だと、

知らない人、ましてや外国人ともなるとかなり遠慮しがちですが、全く正反対である

ことに驚きました。僕自身、どう会話を始めたらいいのかわからなかった場面が多かっ

たので、相手から話しかけてくれて本当に嬉しかったです。

　ホームステイでは、僕の話を真剣に聞いてくれるホストファミリーやその友人たち

の様子から、僕を家族や仲間の一員として受け入れてくれていると感じて、とても心

地よかったです。

　このほか驚いたことといえば、アナハイムは夜の 8 時を過ぎてもまだ外が明るかっ

たことです。そのため、晩ごはんを食べに行くとき、何だか変な感じがしましたし、

逆にアメリカの時間感覚に慣れて日本に帰ってきたとき、7 時で暗い日本がなんだか

変な感じがして、猛烈にアナハイムに帰りたくなりました。

　最後に、今回の研修は僕ひとりではとても実行できなかったので、研修に携わった

水戸市国際交流協会の方々や団長先生、両親、そして何よりアナハイム市関係各位に

心から感謝いたします。10 日間、本当にお世話になりました！！

Dear Jim and Betty,
Thank you very much for 9 days with me!
I spent very happy time. These 10 days were the happiest moment in my life.
In fact, Star Wars Figure that you gave me was one of the series I have collected in 
Japan. So, I was very glad to get it ! I want to come back to Anaheim every year. Let’s 
meet again somewhere sometime !
From Yusuke TOBITA
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アナハイムに行って見つけたもの　－ What I found in Anaheim －

米川　さおり

Saori YONEKAWA

　人生初の渡米、アナハイムでの 10 日間はとても充実したものでした。

　渡米前、「アメリカは怖い」というイメージが私の頭にこびりついていました。しかし

実際行ってみると、アメリカ人は皆がフレンドリーでした。レストランでは入るとまず

「Hello, I am ○○.」と必ず挨拶され、そのあとは会話を楽しみました。私のホストファ

ザーが街中で派手に転んだときには、周りにいたたくさんの方が「Are you OK ?」と声

をかけていました。それに対して、私のホストファザーも「I’m OK. I’m strong !」と

返していて、面白いなぁ、さすがアメリカ人だなぁ、日本ではなかなかない光景だなぁ

と思いました。そんなアメリカの人々が、私は大好きになりました。

　さて、私は小さい頃から英語には自信がありました。しかし、一番歯がゆい思いをし

たのも英語でした。アメリカに着いたばかりの時はまだ耳が慣れていないのと、語彙力

がないために、私は相手の言っていることの、最初と最後の単語しか聞き取れませんで

した。私は、聞き取れた単語から相手の言っていることを推測し、なんとか会話を繋い

でいました。その後も、文法で困ることはありませんでしたが、単語がすぐに思い浮か

ばず、苦労しました。

　高校受験が無事成功し、志望校に合格することだけが目標だった私は、受験が終わっ

たことで目標がなくなり、学習意欲も湧かず、ただなんとなく毎日を過ごしていました。

そんな自分と決別するきっかけが欲しくて、私は水戸市学生親善大使に応募しました。

　そして、私は新たな目標を見つけることができたのです。「次にアナハイムに行く時は、

自分の言いたいことの 120% 言うことができるようになってから。」です。今回のアメリ

カ滞在を通して、英語を使った仕事に就きたい、英語をもっと上達させたい、英語をもっ

ともっと話したい！そう強く思うようになりました。

　お世話になった水戸市とアナハイム市の方々、そして両親に感謝でいっぱいです。

Dear Larry, Helen, Charlene, and Lilo
 I love my family in Anaheim. I had such a wonderful time during my stay in Anaheim.
 At first, I was nervous to talk with American and to have a home-stay in Anaheim. But 
thanks to your kindness, Miki and I could enjoy our stay with you.
 You took us to many places where we couldn’t visit alone. Miki and I really enjoyed all 
the places. I couldn’t expewss my feelings of thanks to you, but I always thanked you in 
my mind !
 Thank you for nice room and meal. Thank you for everything !
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感謝の言葉
平成26年度水戸市学生親善大使
公益財団法人水戸市国際交流協会

　10 日間という短い間でしたが、アナハイム市滞在中私たちの面倒をみてくださった

こと、さらには、私たちの受け入れに際し様々な事前準備をしてくださったこと、本

当に感謝しています。

　学生親善大使 8 名は、事前研修中は想像や知識に過ぎなかったアナハイムについて、

実際に渡航して滞在し、人々と交流する中で、親善大使という立場を超えて、アナハ

イムの街や人々が心からかけがえのない大切なものだと実感するに至りました。今後

もこのプログラムを通して、世代を超え水戸市とアナハイム市の親交がさらに深まっ

ていくことを期待しています。

　私たちを受け入れてくださったホストファミリーの方々、アナハイム側でこのプロ

グラムを運営する姉妹都市委員会の皆様、その他関係者の方々に、改めて心から感謝

を申し上げます。

We stayed in Anaheim for only ten days, but we greatly appreciate taking care 
of us and making elaborate preparations before accepting us.

For us, Anaheim was just a city in our imagination and knowledge during the 
pre-training period. However, through staying and meeting with people there, 
we realized the importance of the city and its people not just as a student 
ambassador but as an individual. We hope this program will continue across 
generations and further forge ties between Anaheim and Mito.

Once again, we express our appreciation to our host families, the members of 
the Sister City Committee and everyone concerned with us.
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